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AIは力不足!?身体的制約を乗り越え

る DXの本質とは?

 

分身カフェ では外出が困難なパイロット の社会参加と孤独の解消 が実現して 、 お客様

はパイロットとのインタラクションを エンジョイ する 、 そんな 「幸せ 2」 な空気感の

秘訣を・・・  

 

企業・団体情報 

■ 企業・団体名：株式会社オリィ研究所     

■ 代表者： 共同創業者 代表取締役所長 CVO 吉藤オリィ  / 代表取締役社長 CEO 笹山 正

浩 



■ 業種：コミュニケーションテクノロジーの研究開発および製造販売  

■ 設立・概要： 2012 年 9 月 28 日 

■ 公式サイト： https://orylab.com/  

1. DAWNが創り出したオンリーワンの「夜明け」とは 

株式会社オリィ研究所は、障 がいや難病などの理由で外出や就労が困難な 方々が、 自宅

や病院から分身ロボット「 OriHime 」や「 OriHime -D」を遠隔操作する「パイロット」

と して 、カフェでの接客や業務を担う「分身ロボットカフェ  DAWN ver. β」を運営して

います。  

 

取材をさせていただいた吉藤様  

自身も病気による不登校や、人間関係に苦手意識を持っていた原体験から、「人類の孤

独を解消する」を人生の目的、会社の理念とし、活動されています。  



デスクワーク中心だった従来のテレワークの枠組みを超え、接客という現場業務 を就労

のスターティングポイントとしていること が特徴です。パイロットたちは顧客との対話

やチームでの作業を通じて 、遠隔でのコミュニケーション能力や協調作業という、テレ

ワークで 働く ために必要なスキル を段階的に養い ながら働くことで、 自己肯定感を高め

ています 。ロボット技術 とのコンビネーションにより 、パイロットが 放つ「働けること

への喜び」のオーラが、 高いホスピタリティ となって、多くのお客様を惹きつける 独自

の価値創出につながっていることが、このカフェのオンリーワンたるゆえんです 。  

 

「分身ロボットカフェ  DAWN ver.β」 の全景 

2. 直面した課題 

身体的障害や難病による、社会的孤立および就労機会の不足 

■ 従来のテレワーク求人 の業務内容が、事務やクリエイティブ制作などのデスクワーク

が中心であり 、 特別支援学校卒業生や元トラック運転手、元板前 など様々なバックグラ

ウンドを持つ方々が、テレワークで働くためのスキルを初期構築、ないしは再構築でき

る、最初の就労場所がありませんでした。  

就労できないことは、更に孤立感を 深めることにつながりかねません。  



3. 具体的な解決策と導入した仕組み 

分身ロボットを用いた遠隔就労と多様なキャリア支援 

■ 卓上型の「 OriHime 」や自立走行可能な「 OriHime -D」を活用し て、パイロットが 遠

隔から 接客やホール業務ができる「分身ロボットカフェサービス」を開発しました。  

■ALS でバリスタを続けられなくなった パイロットの想いから生まれた、 遠隔操作協働

ロボット「テレバリスタ」 を開発しました。コーヒーを 淹れることが、ストーリーとな

って価値を生み出し、お客様を惹きつける仕組みにつながっています 。  

※ALS：筋萎縮性側索硬化症。 Amyotrophic Lateral Sclerosis の略。  

■ 多様なバックグランドをもつ 人々が、 接客業務からキャリアを再構築 できる就労場所

を創出しました。 接客で必要とされる、 顧客との会話やチームワーク は、遠隔でのコミ

ュニケーションを 通じて 業務の目標を達成するという、テレワークの根幹となるスキル

を習得できることから 、働く力を段階的に育てる 「エントリーポイント」 が構築されて

います。  

 

お客様を迎えるパイロット（ディスプレイ・音声）と、パイロットが遠隔操作する分身

ロボット  



■ クラウドファンディングや理念への共感を活かしたパーパスドリブン経営 を、 強力な

リーダーシップで推進してきました。 カフェ単体での黒字化 という形で、経営を軌道に

乗せています。  

 

デリバリーもお任せください！  

4. 成果 

社会参加の促進と事業性の確立 

■ 100 名を超える外出困難者がパイロットとして登録し、 分身ロボットとともに 接客業

務に従事できる、テレワークで安定的に働く場所を構築しました。  

また、社会参加、働く場所の確保のみならず、遠隔からのロボットと一体となったコミ

ュニケーション、サービスの提供が、お客様の喜びや満足という付加価値を高める、

「接客 DX」を実現しています。  



■ 特別支援学校卒業生や元職人など、多様なバックグラウンドを持つ 方々が、テレワー

クの経験を積んで、スキルを段階的に習得できる場所を構築しました。これにより、大

手企業等へ転職するパイロットも次々と輩出しています。  

■ お客様がパイロットに 推し活する ファン となる など、 働くことの喜びや自己肯定感

が、お客様の満足度を高める、社会課題解決と付加価値提供がセットとなった新たなビ

ジネスモデルができあがっています。  

5. 今後の展望 

「自分で自分を介護する」テレワークへの挑戦 

■ 身体を動かせない人にとっては、指先数ミリ先であっても遠隔地 である、という事実

を発展させ、自分自身を遠隔ロボットで介護する仕組みを将来的な研究テーマ 、事業目

標として掲げ ています 。  

■ 体験型スナック＆バー『 OrySNACK 』 という新たな業態への挑戦や、 日本人のホスピ

タリティ および 食・観光の価値 を差異化ポイントとした、海外展開を進めています。  

■ 組織の規模拡大に伴い、経営理念の浸透や幹部育成、専門家の知識活用を重視し、社

員やパイロットが自ら成長し、組織を支える体制を目指して いきます。  

6. 読者に向けて 

この事例は、 人は社会的な役割を持つことで 、誰しもが 笑顔になれる ことを教えてくれ

ます。 分身ロボットによる DE&I ※の Equity （公平性）を実現する支援が、その笑顔を

生み出しています。  

貴社・貴団体は、 従業員などのメンバー が制約にかかわらず多様なスキルや強みを発揮

でき る、 働きやすい 働きがいのある 組織環境の実現に向けて、何から取り組んで います

か？ 

※ダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョン （ Diversity Equity & Inclusion ）の

略。  
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